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第1915 回例会 

     

                              

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

令
和
５
年
11
月
30
日
（
木
） 

外
部
卓
話 於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員
63
名 

出
席
計
算
数 58

名
中
45
名
出
席 

出
席
率

77
・
59
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
西
名
古
屋
分
区
Ｉ
．
Ｍ
．
Ｐ
Ｒ 

★
東
海
交
通
遺
児
を
励
ま
す
会 

寄
付
金
贈
呈 

★
Ｒ
財
団
22-
23
年
度
表
彰
状
披
露 

★
尾
上
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長 

・
40
周
年
記
念
事
業
・ 

石
垣
島
訪
問
活
動
報
告 

★
林
職
業
奉
仕
委
員
長 

・
金
融
教
育
の
出
前
授
業
報
告 

★
卓 

話 
  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 
  

ゲ
ス
ト 

テ
レ
ビ
愛
知
株
式
会
社 

コ
ン
テ
ン
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
局
管
理
グ
ル
ー
プ 

 

専
門
委
員 

伊
藤 

 

淳
さ
ん 

テ
レ
ビ
愛
知
株
式
会
社 

常
務
執
行
役 

市
川 

直
彦
さ
ん 

会
員
組
織
委
員
会
ゲ
ス
ト 

（
鷲
津
光
悦
さ
ん
ご
紹
介
） 

株
式
会
社
カ
ト
ウ 

 

代
表
取
締
役 

加
藤
健
太
郎
さ
ん 

（
岩
崎
征
一
さ
ん
・ 

丹
下
富
博
さ
ん
ご
紹
介
） 

株
式
会
社
垣
見
設
計
事
務
所 

 

代
表
取
締
役 

末
吉 

隆
朗
さ
ん 

（
川
合
美
幸
さ
ん
ご
紹
介
） 

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ト
ゥ
ー
協
会 

代
表
理
事 

釜
山 

美
保
さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

西
名
古
屋
分
区 

分
区
幹
事 

 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

筧 

正
紀
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

西
名
古
屋
分
区 

分
区
幹
事 

 

筧
正
紀
さ
ん
よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

加
藤
さ
ん
、
末
吉
さ
ん
、
釜
山
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

丹
下 

富
博 

大
上 

晃
延
・
藤
田 

 

澈 

鬼
頭 

茂
成
・
新
井 

雅
博 

西
脇 

良
輔
・
内
藤 

啓
喜 

寒
く
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
気
を
付
け
て
下

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

小
笠
原
和
俊 

近
藤
明
美
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。  

 
 

 
 

川
島 
勇
基 

加
藤
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
。
鷲
津 
光
悦 

伊
藤
さ
ん
、
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

川
合 

美
幸 

テ
レ
ビ
愛
知
40
周
年
お
め
で
と
う
。 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓
・
横
井 

 

衞 

 
 

 
 

仲
林 

宏
昌
・
木
村 

光
徳 

加
茂
田
さ
ん
、
松
岡
さ
ん
、
金
融
出
前

授
業
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林 
 

順
治 

猿
投
の
森
法
人
会
員
デ
ー
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
子
供
達
も
大
喜
び
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
部 

快
雅 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

丹
下 

富
博 

石
垣
市
で
は
、「
石
垣
市
サ
ン
ゴ
保
全

庁
内
連
携
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
て
い
ま

す
。
石
垣
島
と
西
表
島
の
間
に
広
が
る

日
本
で
最
大
規
模
の
サ
ン
ゴ
礁
域
「
石

西
礁
湖
」
は
、
西
表
石
垣
国
立
公
園
に

含
ま
れ
る
国
際
的
に
も
重
要
な
サ
ン
ゴ

礁
生
態
系
が
育
ま
れ
、
漁
業
や
観
光
業

な
ど
の
地
域
経
済
を
支
え
る
存
在
で
あ

り
、多
く
の
人
が
活
動
す
る
場
と
な
り
、

石
垣
市
に
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。 

今
回
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
対
す
る
我

が
ク
ラ
ブ
の
寄
付
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
基
盤
と
な
る
生
物
多
様
性
の
保
全

や
観
光
資
源
・
漁
業
資
源
と
し
て
重
要

な
価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
資
源
の
構
築
と
サ
ン
ゴ
の
漁
場
再
生

を
目
標
に
設
立
さ
れ
た
有
性
生
殖
・
サ

ン
ゴ
再
生
支
援
協
議
会
に
よ
る
サ
ン
ゴ

増
殖
の
た
め
の
活
動
に
基
金
と
し
て
活

用
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
石
垣
市
の
有

性
生
殖
法
に
よ
る
サ
ン
ゴ
礁
再
生
技
術

は
、
国
内
で
も
事
例
の
少
な
い
増
殖
法

で
あ
る
よ
う
で
す
が
、
実
用
化
が
定
着

す
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系

の
創
造
と
海
域
の
生
産
力
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
外
に
も
、

植
え
付
け
後
の
サ
ン
ゴ
の
成
長
は
早
い

と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
サ
ト
ウ
キ

ビ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
、
赤
茶

色
の
土
「
赤
土
」
の
流
出
対
策
も
サ
ン

ゴ
の
保
全
活
動
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。 

調
べ
て
見
ま
す
と
赤
土
が
流
出
す
る
と

起
こ
る
問
題
と
し
て
は
、 

①
サ
ン
ゴ
の
上
に
堆
積
し
て
し
ま
い
、 

光
合
成
を
行
え
な
く
な
っ
た
サ
ン
ゴ

が
死
滅
す
る
。 

②
も
ず
く
、
ひ
じ
き
な
ど
海
底
で
養
殖 

を
行
っ
て
い
る
海
産
物
の
環
境
を
破

壊
す
る
。 

③
栄
養
が
豊
富
な
赤
土
に
よ
る
、
オ
ニ 

ヒ
ト
デ
の
大
発
生
。 

水
面
を
覆
う
赤
土
は
ま
だ
数
日
で
な

く
な
る
の
で
、
こ
れ
で
サ
ン
ゴ
が
死
滅

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
い
よ
う
で
す
が
、

海
底
へ
堆
積
す
る
こ
と
が
一
番
影
響
が

大
き
く
、
死
滅
す
る
サ
ン
ゴ
も
増
え
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
台
風
は
災
害
や
農
作
物

に
影
響
を
与
え
る
一
方
、
海
水
を
か
き

混
ぜ
、
夏
場
に
上
昇
す
る
水
温
を
下
げ

る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
台
風
が
来

な
い
年
は
海
水
が
高
温
の
ま
ま
と
な
り

サ
ン
ゴ
礁
で
白
化
が
広
が
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。台
風
は
サ
ン
ゴ
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
必
要
な
存
在
の
よ
う
で
す
。 

い
よ
い
よ
40
周
年
記
念
事
業
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
全
員
野
球
で

盛
会
裏
に
終
わ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

1639 
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卓 

 

話 
「
大
須
と
と
も
に
40
年
」 

テ
レ
ビ
愛
知
株
式
会
社 

コ
ン
テ
ン
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
局
管
理
グ
ル
ー
プ 

 

専
門
委
員 
伊
藤 

淳
さ
ん 

伝
統
あ
る
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
の
前
で
お
話
し
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

テ
レ
ビ
愛
知
は
１
９
８
３
年
９
月
１

日
に
開
局
し
ま
し
た
。
日
本
の
民
間
放

送
テ
レ
ビ
局
と
し
て
は
１
０
０
局
目
で
、

テ
レ
ビ
東
京
を
キ
ー
局
と
す
る
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完

成
し
ま
し
た
。
ア
ナ
ロ
グ
時
代
は
25
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
し
た
の
で
、開
局
時
は「
愛

と
知
性
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
25
」「
ニ
コ
ニ

コ
家
族
の
テ
レ
ビ
愛
知
」
と
い
う
２
つ

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
て
い
ま

し
た
。
名
古
屋
に
あ
る
先
発
４
局
の
民 

放
テ
レ
ビ
局
は
、

東
海
３
県
を
エ

リ
ア
と
し
て
い

ま
す
が
、
テ
レ

ビ
愛
知
だ
け
は

唯
一
単
県
放
送

局
で
、
地
元
と

の
結
び
つ
き
が

強
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
開
局

の
様
子
を
伝
え

る
当
時
の
ニ
ュ

ー
ス
番
組
「
Ｔ

Ｖ
Ａ
ホ
ッ
ト
レ 

ポ
ー
ト
」
と
、
開
局
記
念
特
別
番
組
「
Ｍ

ｙ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｍ
ｙ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
注
：
会
場
に
て
上
映
）

映
像
で
お
分
か
り
の
通
り
、
大
須
商
店

街
に
は
開
局
を
盛
り
上
げ
る
幟
が
並
び
、

ご
出
演
の
皆
さ
ま
か
ら
期
待
の
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
こ
で
少
し
だ
け
ト
リ
ビ
ア
を
。
社

屋
の
屋
上
に
掲
げ
ら
れ
た
旗
に
お
気
づ

き
で
し
ょ
う
か
。
中
央
の
ポ
ー
ル
の
オ

レ
ン
ジ
色
は
社
旗
で
、
そ
の
下
手
に
あ

る
の
は
「
Ｚ
旗
」
で
す
。
ロ
シ
ア
の
バ

ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た
日
本
海
海
戦

で
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
東
郷
平
八

郎
が
旗
艦
三
笠
に
掲
げ
た
の
が
有
名
で

す
。
当
時
の
社
長
、
黒
川
洸
が
海
軍
兵

学
校
の
74
期
生
で
、
開
局
と
い
う
絶
対

に
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
事
業
に
挑
む
決

意
を
示
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
開
局
直
後
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
「
Ｔ
Ｖ
Ａ
ホ
ッ
ト
レ
ポ
ー
ト
」
か
ら

「
大
須
街
め
ぐ
り
」「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」

「
大
須
演
芸
場
」
の
３
本
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
注
：
会
場
に
て
上
映
） 

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
出
来
不
出
来
は

と
も
か
く
、
地
元
を
細
か
く
取
材
し
よ

う
と
し
て
い
た
熱
意
は
ご
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
映
像
が
古
く
暗
い

だ
け
で
な
く
、
全
体
と
し
て
さ
み
し
い

雰
囲
気
で
す
。
開
局
記
念
特
番
の
中
で

も
「
大
須
の
復
興
」
と
い
う
言
葉
が
出

て
き
ま
し
た
。
映
像
は
、
当
時
の
大
須

の
課
題
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後

40
年
の
時
を
経
て
、
現
在
大
須
の
街
が

た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る 

の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
こ
の
殷
賑

い
ん
し
ん 

に
テ
レ
ビ
愛
知
が
大
き
く
寄
与
し
た
と

申
し
上
げ
た
ら
、
ミ
ス
リ
ー
ド
で
す
。

逆
に
、
地
元
へ
の
愛
情
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
耳
の
痛
い
声
も
あ

っ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
。 

大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
は
、
２
０

０
３
年
に
始
ま
っ
た
「
世
界
コ
ス
プ
レ

サ
ミ
ッ
ト
」
で
し
ょ
う
。こ
れ
を
き
っ
か

け
に
弊
社
と
大
須
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
活
発
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
第
１
回
世
界
コ
ス
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト

を
取
り
上
げ
た
特
別
番
組「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ

は
世
界
の
共
通
語
」
か
ら
海
外
コ
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
大
須
に
や
っ
て
き
た
場
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
注
：
会
場
に
て
上
映
） 

現
在
、
テ
レ
ビ
愛
知
は
コ
ス
プ
レ
サ
ミ

ッ
ト
の
イ
ベ
ン
ト
主
催
か
ら
降
り
て
い

ま
す
が
、
翌
２
０
０
４
年
の
第
２
回
以

降
、
大
須
パ
レ
ー
ド
と
し
て
大
須
と
の

か
か
わ
り
は
継
続
し
て
い
ま
す
。 

次
に
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
コ

ー
ナ
ー
「
大
須
価
格
調
査
隊
」
を
紹
介

し
ま
す
。
野
菜
、
果
物
、
さ
か
な
と
い

っ
た
生
鮮
食
料
品
の
品
揃
え
、
値
動
き

を
小
売
店
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
生
中
継
で
お
伝
え
す
る
企
画
で

す
。
原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
木
曜
日

ま
で
毎
日
放
送
し
て
い
ま
す
。
冒
頭
に

ご
紹
介
し
た
４０
年
前
の
開
局
記
念
特

番
の
中
で
大
須
観
音
の
岡
部
貫
主
か
ら

「
普
段
の
大
須
を
取
材
し
て
伝
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
弊
社
と
し
て
は
40
年
か
か
っ

て
宿
題
を
提
出
し
た
形
で
す
。 

放
送
以
外
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
「
10
チ
ャ

ン
縁
日
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
２
０
１

９
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

８
月
に
久
屋
大
通
公
園
で
開
催
し
、
２

日
間
で
２
万
３
０
０
０
人
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。
来
年
は
大
須
商
店
街
で
開

催
し
よ
う
と
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

テ
レ
ビ
局
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
決
し
て
明
る
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
局
を
目 

指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
．
Ｍ
．
Ｐ
Ｒ 

分
区
幹
事 

筧 

正
紀
さ
ん 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
．
Ｍ
．「
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
は
世
界
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
」 

～
ロ
ー
タ
リ
ー
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
～ 

２
０
２
４
年
２
月
14
日（
水
）
16
時
開
会 

於 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋 

  

寄
付
金
贈
呈 

社
会
奉
仕
委
員
長 

木
村 

光
徳 

・
東
海
交
通
遺
児
を
励
ま
す
会 

当
ク
ラ
ブ
会
員
よ
り
集
め
ら
れ
た
寄 

付
金
が
、
公
益
財

団
法
人
東
海
交
通

遺
児
を
励
ま
す
会

岩
崎
征
一
さ
ん
へ

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
金
へ
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

表
彰
状
披
露 

・
22-

23
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
年
次

基
金
寄
付
優
秀
ク
ラ
ブ
（
昨
年
度
年
次

基
金
へ
の
会
員
一
人
あ
た
り
の
寄
付
額
が
地

区
内
で
上
位
５
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。） 

 
 

40
周
年
記
念
事
業 

活
動
報
告 

「
沖
縄
石
垣
島
訪
問

（
珊
瑚
保
護
・
保
全  

活
動
）」

 

 11
月
17
日
（
金
） 

石
垣
市
役
所
に
て 

  

職
業
奉
仕
委
員
会
活
動
報
告 

「
金
融
教
育
の
出
前
授
業
」 

職
業
奉
仕
委
員
長 

林 
 

順
治 

11
月
14
日
（
火
）・
20
日
（
月
）
の
２ 

日
間
、
愛
知
淑
徳

高
等
学
校
に
て
２

年
生
３
ク
ラ
ス
１

０
４
名
を
対
象
に

金
融
教
育
の
出
前

授
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
小
澤 

幸
男 

松
本 

哲
朗
・
桑
山 

光
俊 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


